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いまだ暑さが残る今日この頃、ますますご健勝のほどお喜び申し上げます。

また、平素は格別のご高配を承り厚くお礼申し上げます。

さて、昨年末に厚生労働省からACPを「人生会議」という愛称が発表されましたが、当ｽﾃｰｼｮﾝにおきま

しても利用者さまとその家族と一緒に「人生会議」を行う場面があります。ACP「人生会議」は、結果で

はなく、そのﾌﾟﾛｾｽが大事なものであり、私たちもそのﾌﾟﾛｾｽに関わることで看護師としてまた人として成

長させていただくものととらえております。 今後とも、地域の皆さまの大事なプロセスに関わり支えら

れることのできる事を願い、当ｽﾃｰｼｮﾝでおこなった人生会議を紹介させていただきます。

がん末期の方Ａさん

24時間の中心静脈栄養点滴を行い麻薬での疼

痛管理をしている 同居の友人が介護中

本人：家に居たいけど友人に迷惑をかけるから

最期は病院

友人：最期まで家でみてあげたい

友人から最期まで家で看てあげると言われ本人

家で過ごしたいと望まれる

難病で嚥下機能低下、低酸素がみられだしたＢさん

夫も寝たきり要介護状態で娘がＢさん夫婦夫婦を

介護している

本人：娘に迷惑をかけたくない 食べられなくなっ

たら点滴や胃瘻もしない 呼吸がむつかしくなった

らＮＰＰＶはするけどそれ以上はやらない

娘：（Ｂさん夫婦）２人の介護はしんどい

本人のＡＣＰ聴取時、自分の思いを娘は分かってくれ

ているというが 病気について話し合いはされていな

友人から最期まで家で看てあげると言われ本人

家で過ごしたいと望まれる

＊外来通院から在宅往診医へ変更

本人のＡＣＰ聴取時、自分の思いを娘は分かってくれ

ているというが、病気について話し合いはされていな

い 思いの相違があり、今後について娘と一緒に話し

合いをすることになる

独居で家族が県外在住のＣさん

ﾍﾙﾊﾟｰや近所の方の援助で一人暮らしを継続で

きているが、心疾患を抱えているので入退院

をくりかえしている

息子：自分の近くの施設に入れたい

本人：知らない人との生活は不安で少しでも

自宅にいたい

本人：もう少し家で頑張りたい でも、夜

１人は不安なのでこっちで施設を考えたい

息子：本人の思いを知らなかった 一緒に話

せてよかった 本人の気持ちを大事にしたい

ほとんど話のできない寝たきりＤさん

寝たきりで会話もできず口から食事摂取が困難と

なり、末梢からの点滴も難しい状態

本人：会話可能時胃瘻はしたくないと言っていた

娘：最期まで口から食事をとらせたい 点滴はで

きるならしてやってほしい

娘：無理に食べさすこともかわいそう 食べれな

くなったらそのままで でも、何もしないのは後

悔しそうなので１回は点滴してほしい

＊経口摂取が全くできなくなり、１度点滴実施そ

の後自宅で永眠

本人の思い 家族の思い

本人の思いを家族とその人を支えるすべての人で支援できるようにつなげる

息子：本人の思いを知らなかった 緒に話

せてよかった 本人の気持ちを大事にしたい

＊話し合い後入院しその後地元の施設入所

＊経口摂取が全くできなくなり、１度点滴実施そ

の後自宅で永眠


